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業績予想に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向を踏まえ、平成19年5月10日に公表いたしました平成19年12月期中間業績予想

につきまして下記のとおりお知らせいたします。 

 
記 

 
１．平成 19 年 12 月期中間業績予想の修正（平成 19 年 1 月 1日～平成 19 年 6 月 30 日） 
（1）連結中間業績予想                          (単位：百万円、％)  

 売上高 経常利益  当期純利益  

前 回 発 表 予 想 (Ａ)  2,500 1,500 800

今 回 修 正 予 想 (Ｂ)  2,500 1,900 800

増 減 額 (Ｂ－Ａ)  － 400 －

増 減 率 (％)  － 26.7 －

前期実績(平成18年12月中間期)  1,562 1,282 764

 
（2）個別中間業績予想                           (単位：百万円、％)  

 売上高 経常利益  当期純利益  

前 回 発 表 予 想 (Ａ)  150 1,100 660

今 回 修 正 予 想 (Ｂ)  170 1,400 800

増 減 額 (Ｂ－Ａ)  20 300 140

増 減 率 (％)  13.3 27.3 21.2

前期実績(平成18年12月中間期)  279 867 379

 
２．修正の理由  

（1）連結 

当社にて運用を行っております投資有価証券につき一定の売却益を見込んでおりましたが、

当該投資有価証券の売却益が主に当中間期に集中したことによるものです。 

なお、前回発表予想は平成 19 年 5 月 10 日に公表しておりますが、平成 19 年 5 月 29 日及び

平成 19 年 6 月 1日に開示しましたとおり、前回発表予想公表後の平成 19 年 6 月 27 日以後に



連結子会社化となった大洸ホールディングス株式会社において業績予想を開示しない方針と

しており、当社の業績は同社の業績の影響を大きく受けることとなるため、当社の連結業績

予想につきましても開示を控えておりました。今回は合理的な連結中間業績の予想が可能な

状況となったため、開示させていただいたものです。 

（2）個別 

売上高につきましては受託業務の売上が当初の予想よりも上回ったことによるものです。

また、経常利益、当期純利益につきましては当社にて運用を行っております投資有価証券の

売却益が主に当中間期に集中したことによるものです。 

 

３．今後の業績予想について 

平成 19 年 5 月 29 日及び平成 19 年 6 月 1日に開示しましたとおり、当社の連結子会社である

大洸ホールディングス株式会社において業績予想を開示しない方針としており、当社の業績は

同社の業績の影響を大きく受けることとなるため、当社の連結業績予想につきましても開示を

控えさせていただくこととしております。今後につきましては、合理的な業績の予想が可能と

なった場合には、速やかにその開示をさせていただくものとし、四半期ごとの業績開示等の適

時開示により便宜を図ってまいる所存です。株主・投資家の皆様のご理解を何卒宜しくお願い

申し上げます。 
 

（注）この資料に記載しております売上高および利益の予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき作成しておりま

す。従いまして、不確定要因や今後の事業運営における状況変化等により、実際の売上高および利益は当該予想

とは異なる結果となる可能性があります。 
 

 

 
以 上 


